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研究成果の概要（和文）：本研究は、重症心身障がい児（者）にリフレクソロジーを施行し、身体面・精神面にもたら
す効果について、明らかにすることを目的とした。施術前後に、心拍数、SpO2、皮膚血流量、皮膚温、足関節の可動域
の測定、顔色、表情、筋緊張等の変化の観察および保護者へのアンケートを実施した。結果として、リフレクソロジー
の効果は、①身体面や精神面に効果をもたらすことが明らかになった。②多くの保護者が抹消冷感や排泄の改善、身体
の緊張の緩和などの効果を感じていた。③重症児（者）の安楽を促す援助の一つとして、日常的に実施することの有用
性が示唆された。
about reflexology 

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to clear about reflexology effect brought to 
children(person) with severe motor and intellectual disabilities(SMID). We observed before and after 
reflexology, the heart rate, SpO2, the skin blood flow volume, the skin temperature, mobile levels of the 
ankle,the complexion,the tension of muscle and etc.And we investigated about reflexology to their 
parents. As a result,the following contents became clear.(1)The reflexology brought the effects to their 
body and spiritual.(2) Many parents felt the effect of the deletion cold sake feeling, the improvement of 
discharge and the tense relaxation of a body. (3) Reflexology was care which suggested relaxation to 
them.

研究分野： 小児看護学

キーワード： リフレクソロジー　重症心身障害児（者）
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）リフレクソロジー（Reflexology）は、 

海外において、数年にわたる大量の実データ

の収集と実証的・科学的・医学的な検証を経

て、通常の保険医療に組み込まれ、長期的な

視点で施術内容と患者の症状の変化を記

録・分析し、患者の QOL 向上に貢献してい

る(Ren'ee Tanner,2007)。わが国においては、

健康成人のリラクゼーションや代替医療と

して着目されつつあるが、評価が不十分であ

り、有益な研究論文はまだ少ないといえる。

研究者らは、重症心身障がい児（者）の足を

刺激することにより、筋緊張を和らげ、末梢

の血液循環を良くし、各関節の動きを滑らか

にするのではないかと考えた。 

（２）重症心身障がい児（者）の多くは、四

肢麻痺をはじめ、顔面・口腔・頚部・体幹の

麻痺のため、運動機能障害や呼吸・摂食機能

障害がある。また、筋緊張が強く、体幹・四

肢・関節に変形や拘縮があり、体温調節機能

障害、痙攣発作、便秘、下痢、嘔吐、呼吸困

難、睡眠障害などの症状が出現しやすい。そ

して、成長とともに、呼吸、循環、消化吸収

などの基本的機能が低下する。これらの症状

について、薬剤だけに頼らず、看護援助の１

つとしてリフレクソロジーを実施すること

で、かなり軽減できるのではないかというこ

とに着目した。 

（３）リフレクソロジ－について、客観的

なデータ等で学術的な裏付けをすることに

よって、信頼性が得られるのではないかと

考える。日々の看護において、適宜に有効

に施行し、健康障害をもった子どもたちの

QOL を高めることに繋がる。看護師は、病

院等の施設で 24 時間、常時、患児（者）

の傍にいる。このリフレクソロジ－を実施す

ることができれば、日々の看護の中で、疲労、

痛み、倦怠感、不眠、不安等を抱く患児（者）

に対応して、その場で早期に患児（者）の疲

労、痛み、倦怠感、不眠、不安等を軽減する

ことができる可能性があり、看護援助の１つ

として示唆が得られることが期待される。さ

らに看護技術として高く評価されることに

繋がると確信する。効果が科学的に証明され

れば、代替医療として発展する可能性が極め

て高く、この分野の研究促進に拍車がかかる。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、重症心身障がい児（者）

の足裏をマッサージ、刺激するリフレクソロ

ジーが重症心身障がい児（者）のもつ筋緊張

などの症状を軽減させ、心身の癒しに繋がり、

健康促進をもたらす効果が得られるかを明

らかにすることである。また、重症心身障が

い児（者）の通所施設において、リフレク

ソロジーに関して、客観的なデータを得て、

科学的なエビデンスを立証する。 

 

３．研究方法 

（１）対象 

現在、リフレクソロジーを施行している

重症心身障害児（者）とし、施設の承諾およ

び保護者の承諾が得られた児（者）。 

（２）データ 

①客観的データは、心拍数、SpO2、レーザー

ドップラーによる皮膚血流量、皮膚温、足関

節の可動域など、身体を侵襲することのない

方法を用いて測定する。この測定はリフレク

ソロジーの施行前後に把握する。 

②顔色、表情、筋緊張等の変化の観察 

③保護者への質問紙調査 

保護者に簡便なリフレクソロジーの方法

を指導し、約１ヵ月間、自宅でリフレクソロ

ジーを実施してもらい、その効果について意

見を求めた。 

（３）実際の実施概要 

始める時は、リフレクソロジーを始めるこ

とを伝え、必ず本人の了解を得る。 

目の表情や手の合図等で本人の了解を得た

ことを確かめる。 



① 大腿部から始め、足首までゆっくり刺

激

② 硬くなった足首をゆっくりほぐす（図２）。

③ 足の甲を丁寧にほぐす。

④ 足の指をゆっくりのばす。決して無理に

引っ張らない。

⑤ 土踏まずの部分を適正な圧で押す。

⑥ 足の内側に親指をあてて、ゆっくりと硬

い部分を柔らかくする（図３）。

⑦ 足部への刺激が終わったら、再び大腿

部・下腿部に刺激を加えて片足が終了。

⑧ 反対側の足も同様に行う。

 

 

 

（３）

得られたデータは、統計分析ソフトを用い

て分析する。

（４）

 国際若石健康研究会

ーストリア、

見を得る。

（５）ガイドブックの作成

家族や

リフレクソロジーを実施できるよう、活用し

やすいガイドブックを作成する。
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